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メ キ シ コ の パ リ ク チ ン 火 山

コ ン ラ ツ ド ・ビー ・ク ラ ウ ス コ ップ  (Konrad B.  KRAUSKOPF)

メキ シコ の新火 山パリ クチン(Paricutin)は 昭和18

年(1943年)2月20日 に活動 を開始 し,現 在 も術噴

火 を續 けてい る。此の火 山の噴 火は全 く類例 がない.即

ち"以 前全 く火山が存 在 しなかつた場所 に噴 火が起 つた

のであ る.職 時中 には,有 能 な地 質學 者も忙 し く,觀 測

装 置 も充分 なかつ たので,活 動 が始 まつ てから最初の1

年 半の觀察 は多少 スヶツチ的で あつたけれ ども,火 山の

生長す る有樣 はその最初 噴火 から今 にいた るまでず つと

連續的 に觀察 され てい る。恐 らく歴史始 まつて以來 この

よ うに注意深 く觀 察 され,又 寫眞が充分 とつてあ る火出

は他 にあるまい.尚 從來全 く噴火 した ことが なかつ た場

所 に新 らしい火山 が出來上 つた例 は,歴 史時代 に なつて

か ら僅 かに6ヵ 所知 られて い るのみで あ る.パ リクチン

を除いては他 の火山の記録は餘 り充分で ない。

パリ クチ ン 火出 は メキシ コの主都 メキシ コ市 の 西方

500krnの 位置 にあ り,中 央 メキ シロ高 原の南縁 に位す

る.こ の高原 は メキシコ を東西 に横切 る火山 帶 に あ た

り,こ の帶 の中にはオ ヲザバ(Orizaba),ポ ポカテペ ト

ル(Popocatepetl),イス タ ク シ ワ トル(Ixtaccihuatl)や

コリマ(Colima)火 出 り よ うな有 名 な峰 々 が な らんで い

第1圖　 パ リクチン火 山の位置
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る。 このような大 きな火拠 の外 に,こ の火山帶 中にぼ無

數 の小 さな玄武岩 の噴石丘(cipder cone)が 點 荘してい

る。パ リクチソ火山ほ此等の唆石丘 の仲 間の一つに相常

す る.生 成後 わず か5年 問でほあ るが,次 第 に生長 し

て,近 傍 の臓 石丘 中で ほ 最 竜多量 の熔 岩を瞭 礎 し て い

る.

この火山滞 では歴 史時代 に噴 火した ことのあ る噴石丘

は,パ リクチ ソの東方50kmに あ るホル ヨ(Jorullo)火

山のみで あ る.ホ ル ヨほ1759年 に活動 を開始 した、 そ

して僅 か1年 半で短 い活動 を停止 したが,こ の點 を除 い

ては,そ の活動 の様式 は全 くパ リクチンの場 合 と似 てい

る..

パ リクチソ火田で ほそ の誕生 に先立つ て幾度 かはげ し

い地 震が起 つた.然 し,實 際噴火 の祖め ぼ,先 ず農夫 の

畑 中の小 さな谷 の申の割れ 員から水蒸氣 の雲 が立 ち上 つ

た.最 初水 蒸氣 が轡姶 めてか ら2～3時 間 の うちに,そ

の割れ 目か ら火 山茨 の密雲 と赤熱 した熔碧塊 が飛散す る

よ うにな り雨 のように降 り注いで,運 續 的な鳴動や ドシ

ゾ とい うよ うな爆發 を竜俘 うに至つ た。吹 の日 にほ火 山

次や熔岩塊 竜約10m程 積 みあげ ら麹て,噴 織 孔 の周邊

にほ約10m位 の錐 駅の山が出來上つ だ.第2日 目にな

る と熔岩流 が噴石丘 の底部 から流 出しだ した。烈 し睦施

斑物 の噴火や熔岩 の流潟 ぱ,殆 ど休 みな く續 けられ,そ

の爲2～3週 間 中には100m程 の録丘 が きず きあげち

れ たので ある。こ 年 目の終 りにこの錐丘 は殆 ど現衣程底

の高 さに達 し,も との地表面上約500mに 達 し,叉 流

れ 出した熔 岩 屯この錐丘 の全周邊を と りか こんで厚 く重

な りあつている。

噴 火は周 圍の村 々に相當大 きな災害 を及 ぼ した.最 竜

近接 した村落 ほ,噴 火の場所 か ら約3km離 れた所 にあ

ったため,噴 火 が起 つてか ら間 もな く放棄 されてし まつ

た.叉 約5km程 の距離 にあ る近 傍最大 の都 市サソ ・ホ

ァソパラ ソガ リクチ ロ(San Juan Parangaricutiro)は

唆火後約1年 牛 だけ町 の人 々はふ み とどまつて佳 んで い
たが,そ の後一部分市街 を取 りまいて きた熔 岩流 の た

め,途 に佳民 たちは飴儀 な く移韓 しなければ なら なかつ

た。火山 の周圍約10km半 位 の範圍 の地域で ほ降次 が

牧積物や灌木 等を枯 らしてしまい,樹 木 毛4km程 の範

圍 内で ぼ全 く窓息枯死 して しまつ た。災害地の外方で,

火山友が數 セソチ メー トル堆積 した程度 の慮 は,却 つそ

灰 が水 の流麹 を妨 げ るので,植 物の生 長 を助 けてい る.

熔岩 流ほ40～50平 方 キ群メー トル の 出地 を覆 い つ く

し,こ つの市街'を埋没 ミノて しまった.、

火山活動 の一般的性質は最初 の時期から今 に至 るまで

殆 ど變化 してい ない。火山茨,熔 岩塊,火 山弾 は申央 の

火 口から 墳出 され るが,熔 岩は錐丘 の底部 に近 い割れ 肩

から流 出して いる.火 口から流 掛す る熔 岩は全 くないの

で あ る。火 口から噴 き出す 火山友,熔 岩 の破 片,ガ ス等

の量 ほ時 と共 に變化 して いるが,或 る時 には噴火が殆 冶

蓮緯 駒に起 り,叉 或 る時 には相當長 い間靜か な時期 を置

いて,ガ スが爆發 的に瞭毘 した りす ること竜ある.

叉或 る時 にほ唆火が音 もな く行われ るがジ叉或 る場 合

にぽ殆 ど蓮續 的に烈しい音 をたてゝ い るこ ともある.流

掛す る熔岩 の量 はい くらか變化 し,叉 熔岩 の逸出?も そ

の位置 を變 え ることがある.こ の火 山の歴 史で は第1年

日の活動 は,そ れ 以後 の活動 に比 べて見 る と最 竜ぼげ し

い 竜ので あつた。 しかしその後3年 間 に,噴 火活動 が特

に鈍 くなつて きた とい うよ うな徴候 も見えない.噴 火が

第2圖　 パ リクチン火 山噴火當初 の見取圍

第 3 圖

パ リクチソ火山 の主噴石丘火口 よ り1哩 北方 の

踏 點 よ り正方 を望む.1935年11月 撮 影.墳 石

丘 の平前 にある丘 ほ熔 岩流であの丘 の熔 岩流ほ

新 し く流 出した もの.

第 4 圖

畷 石丘 中腹 よ り西南方 を塑む1945年12月 の

あ る日の夕寫,二 つの熔 岩が流下屯 背後の 遠

方 に見え るのは圓録駅 のTancitaro 火 由(海

抜4000m)
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起 つでか ら6ヵ 月程輕 て,主 録丘 の東 北 の底 部に寄 生的

の錐丘が出來上 つた.け わ ども,こ の寄 生録丘 毛數 ヵ月

間存續 し,そ の間多量 の火 山畷出物や,流 動 性熔 岩を噴

欝 した.そ してそ の後,こ の寄 生錐丘 は,主 噴石丘 か ら

出 た後期熔 岩下に完全 に埋 没 さ拶 てしまつたので ある.

そ の後 にぽ,翼 正 の寄 生錐丘 と竜云 うべ き毛のぼ杢 く斑

來 なか つたが,唯 新 しい熔 碧流 の噴掛孔 の周邊に,一 時

相 當の大 きさの,は ね とばしで 撮來 た臨時 の小録丘 が掛

來 たのみで あ る。

個々の熔 岩流の長 さほ2～3mか ら數 キロ メー トルに

建 す る.熔 岩流はほんの數時問流れて休止す る こと竜あ

リヌ,數 ヵ月 亀流れ つゞ けるこ と竜ある。一熔岩 流の最

末 端部 の厚 さは普運6～7m程 度で ある。熔岩 流の表面

は標式 的塊駅熔 岩で,引 續 く流動作用 のため 引 きちぎ ら

れ た り又積 みあげ られ た りして固化 した熔岩 流の表面 の

角ばつた破 片か ら田來上 つて いる.

流動 中の熔 岩の測定温度 は1000°～1100℃ で,熔 岩流

上部 の温度 は,下 部 の温度 よ り多少高い.熔 岩の流 れ の

速度 の最高記録 は28° の斜 面で1秒 に約1m位 で ある

が,一 般 に,熔 岩流 の末端で は,そ の速度 は1日100m

以 内位で ある.パ リクチ ンの熔岩は全 く變化 が少 ない均

質 な もので ある・熔岩 は・雛 石玄武岩で・そ の威分 ぽ

玄武岩一安 山岩 の中間 にあた る。そ の組織 は塊歌薄至鰹

贋質で ある。標本 の多 くほガラス質石基 を含みそ の中た

緻撹贋 の斑晶 と小 さなラブラ ドル長石 の片が ある.輝 石

が ない ことは特 に著 しい特徴で ある。石基 のガラスの量

は一定 してい ないが,熔 岩流 のみな らず,火 山勉欝物 に

關 して もそれ らの化學的,鑛 物學的組成は何れ 竜著 し く

均質であ る。包裏物は飴 り多 くないが,時 に石英や,牛

ば熔融 した ような花簡岩質岩石や,流 紋 岩や,硬 石 膏等

の破片 も發見 され・てい る.海

火 口あ るいは熔 岩流か ら唆嵐す るカスの完全分 析 ほ未

だ行おわていない。 しか し火 口のガ スの主 成分 は距硫酸

ガ スで,叉 熔 岩孔 では盛化体素 が黍易 に檢 繊 され る。叉

硫黄,魎 化鐵,籔 化 ア ンモニゥ ム等が火 口の割 れ 日に澹

つて沈澱 して い る.叉 或 る種 の噴氣脚で はその筒辮 紛

には璽化 チ トリウ ムが特 に顯 著に認 め られ た.

火 山噴火 の大體 の機構 は 比較 的簡箪 なもの らしい..

地表 に熔岩 が現 われ る と,そ の中に溶解 して いたガスの

大部分 は熔岩 中で分離 され,流 動歌態 の熔 岩 竜固歌熔岩

侮栖 の破片 を竜上方 に運び上げて くる。熔 岩ほ 中央 の止

晒 には上昇 しないで,却 つて噴石丘 の基底口 あ轄 卿

霞を蝿 り出易い 出口 を見 つけて 流出して い る.最 も幽易

い熔岩 の撮 口は一 つの劇れ 目が つまつで しまう と,叉 新

し く他 の割れ 目が出來て くるので,時 と共 に移 り變 つて

ゆ く.此 の機構で もつて此 の火山 の噴出 を大體説 明す る

こ とが,斑 來 るが火 出活動 のあの不規期 な動揺 に就 いて

の設 明とは取 らない。叉流動熔岩量と,墳 火 口に於 ける

爆發 的活動 の張 さとがよ く對應 しない ことの説 明に 電な

らない.な お叉火 山活動 の詳細 な機構 を研究 す る だめ

に,墳 火活動 に於 け る種 々の周期性 を調 べた り墳火 の有

様 の差異 の相互 驕係 等を調 べるなご大變 な努力 がつゞ け

られて來 たが,こ れ迄 には この企 ての何れ 臨成功 して い

ないのである.

將來 パ ジクチ ンの贋火が どれ位 つ 奴 ものか全 く疑問

である.こ の火 出は既 に附近 にある大抵 の臓石兵 より も

ず つ と大 嚢くなつているが現在 の様子で ぼそ の活動が衰

退 して行 く様子 も全 くないよ うである.し かし活動 は數

ヵ月 の うちに弱 くなるか もしれ ない し,あ るいは叉,術

今後數 日間縫續す るか もしれ ない。 けわ ども,火 肉の壽

命 ぼ何十年 とか何百年 とかい う翠位 のものでは な くて,

む しろ何年簡 とい う程度 の長 さではあるまいか.

〔謡書己〕 クヲ ウスコツプ博士は講演後,現 場 で 自 ら撮

影 された美 しい天然色篇 翼數 十枚 を幻燈 で示 された.こ

オしらの コダ カラーフイノレムに柔つで聴者は メキ ジコの高

原風 景や新火 山の生長 とそ の活動状況 を詳細 に知 る こと

がで 甑.そ の うち青空 に立ち昇 頚 煙,夜 尚 の赤熱熔

岩の流下す る有檬 等は特 に印象深 い ものであつた,本 丈

の挿畫 は クラウスコ ツプ氏 の爲眞 原板か ら複爲後 模爲 し

たもので ある魁 残念乍 ら原板 の天然色 の美 さを再現で

鷺なかつた。

尚 河氏 の御好意 によつてバ 旦クチ ソ火出の誕生5運 年

の觀 測寵事 によつて 最近 の 活動歌尻 を簡翠 に 説 明しょ

第 5 圖

火出觀 測所 よ り望遠 レンズを使 つて撮影 した火

口の贋火歌況.

篇眞機 の シヤ ツター を開いた まま約3～4分 間

放 置した。こ の問2回 にわたる爆發 がお こっ

た.火口 よ り畷 き幽 した花 火のよ うな輕線 は飛

散 しつつあ る赤熱 火山弾 や熔 岩中の弾道で2回

の爆發分 め ものが ご重 に撮影 され たも ので あ

る。

第 6 圖

熔岩噴泉蜜石丘西南 の熔 岩噴出 口に周邊の錐丘

中の贋出 ロ内に飛散す る赤熱 した熔 岩 の魏

1945年9月 撮影,
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う 。 (F. H.  Pough  : The fifth anniversary of  Paricutin.
Science  Vol.  107.  No.  2790  : 635-537,  1948.  )

パ リクチ ン来山は1948年2月20日 で 満5年 の誕

生 日を迎えた。 この機會 に メキシ コの地 質學者Ezequiel

Ordorez 博士,Genaro Gonzales Renya及 び Willam

Swoboda技 師,米 國人 Ivan Wilson, Ray Wilcox 氏 及

びF.H.Pough 博士(ニョー ク科學 博物館)等 の數名

か ら成 る觀測 隊が現場 に汲遣 され,詳 しい来山活動歌 況

が記録 され た.本 火 出の生長 の有様 を示 す映畫 や觀 測記

録 はLondonで 開催 され た第18回 萬 國地 質學 會議 で發

表 され たと い う.

火出贋火 の型式は爆發當初鯨 り著 しい變 化を認 め得 な

かつ た。然 し一般 の歌況 に鵜相常變 化が あつ た.中 央噴

石丘 の山麓 周邊 には非常に多量 の熔 岩が噴出 し,そ の厚

さは100mに も達 してい る。現在 も尚 新しい火口 か ら盛

んに熔 岩 を流や出 してい るが,そ の流轡範圍は現在は擴

大 の傾向 竜な く,降 次 屯さほど著 し くない.噴 石丘 の形

は火 口を横切 る割れ 日が出來 たため多少變 つたが,そ の

為 さは録 り變化 してい ない。又 中央 の火 口か らは蒸氣 と

共 にSO2を 含んだ ガスが噴出 し,時 々火 山彈も抛出 さ

れて いる、觀測隊 は2回 にわ た り美 しい"熔 岩噴泉"の

現象 を觀察でき た.そ して"噴 泉",の 状 況を非常 に明確

に觀測 した.熔 岩 は一般 に非常 に粘 度が高 く,"噴 泉",

に熔岩 か らガスが逸散す るために起 るもの らしい.熔 岩

が流下す る際 の夜景 も特 に美 し く,流 下す る有様 は,パ

リクチン火 山本來 の特長 を未 だ失 って いない.

(講演要 旨及 び註記  渡邊武男)
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